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▲身分証明となる運転経歴証明書

播　　磨　　太　　郎

播磨町東本荘1丁目5番30号

香田  永明

藤原  秀策

一

般

質

問

無所属

政風会

町花火大会の開催を

返納支援補助制度の充実を

安全を確保できない

今後検討したい

町　長

岡本理事

▲災害時の拠点となる学校体育館

松下  嘉城

藤田　博

一

般

質

問

新政会

新政会

体育館の空調設備は

人権侵害へのネット監視を

設置は考えていない

実施に向け調査研究

武田理事

教育長

答　

平
成
９
年
の
道
路
交
通

法
改
正
に
よ
る
自
主
返
納
制

度
の
創
設
、
平
成
13
年
の
運

転
経
歴
証
明
書
の
導
入
、
平

成
23
年
の
改
正
に
お
い
て
本

人
確
認
書
類
と
し
て
使
用
可

能
と
な
り
、
返
納
し
や
す
い

環
境
整
備
が
さ
れ
て
き
た
。

　

警
察
庁
の
資
料
で
は
、
高

齢
者
の
方
々
の
意
識
の
変
革

の
表
れ
か
申
請
件
数
も
伸
び

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

今
後
も
手
数
料
の
補
助
は
実

費
分
と
し
て
継
続
す
る
。
返

納
に
か
か
る
補
助
金
の
増
額

は
考
え
て
い
な
い
が
、
ふ
れ

あ
い
の
家
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
限
り
と
な
る
の
で
こ
れ

に
代
わ
る
も
の
を
検
討
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
野
添
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は

▼
県
道
別
府
平
岡
線
の
駅
西

の
歩
道
は

る
取
り
組
み
を
、
早
期
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
町
の

考
え
は
。

答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
伴
い
、
そ
の
匿
名
性
、

情
報
発
信
の
容
易
さ
か
ら
、

個
人
の
名
誉
を
侵
害
し
た
り
、

差
別
を
助
長
す
る
表
現
な
ど

人
権
に
関
わ
る
様
々
な
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。

　

県
は
今
年
７
月
か
ら
、
書

込
み
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監

視
）
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事

業
を
開
始
し
た
。
全
県
的
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で

抑
止
効
果
を
図
り
、
悪
質
な

書
込
み
の
な
い
住
み
よ
い
兵

庫
県
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
町
も
５
月
に
開
催
さ
れ

た
県
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
研
修
会
に
参

加
し
て
い
る
。
事
業
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
上
で
、
事
業
実

施
に
向
け
て
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

大
人
の
引
き
こ
も
り
は

関
係
機
関
と

連
携
を
図
る

町
長

問　

引
き
こ
も
り
の
方
の
人

数
把
握
を
以
前
か
ら
行
っ
て

い
な
い
が
、
現
在
は
。

答　

現
在
も
行
っ
て
い
な
い
。

問　

現
状
を
把
握
す
る
考
え

は
。

答　

各
家
庭
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
も
あ
り
、
行
政
が
踏
み
込

ん
だ
調
査
は
で
き
な
い
。

問　

引
き
こ
も
り
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
、
多
種
多
様
な

仕
事
の
選
択
も
あ
る
と
思
う
。

町
と
し
て
就
労
支
援
の
相
談

体
制
は
。

答　

町
が
専
門
的
な
組
織
を

設
置
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

総
合
相
談
窓
口
や
県
が
設
置

し
て
い
る
専
門
機
関
と
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

問　

引
き
こ
も
り
の
方
が
将

来
、
生
活
困
窮
者
に
な
ら
な

い
た
め
の
町
と
し
て
の
対
応

策
は
。

答　

相
談
者
の
状
況
や
要
望

を
聞
き
取
り
、
関
係
機
関
へ

つ
な
ぐ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
窓
口
の
周
知
に
努
め
る
。

問　

町
内
在
住
の
満
65
歳
以

上
で
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
、
運
転
経
歴
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
方
に
交
付
手

数
料
補
助
金
（
１
，
１
０
０

円
）
お
よ
び
、
播
磨
ふ
れ
あ

い
の
家
宿
泊
利
用
助
成
券

（
２
，
５
０
０
円
）
の
返
納

支
援
補
助
制
度
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す

る
。
し
か
し
、
制
度
導
入
後

の
４
年
間
の
助
成
券
の
利
用

者
数
は
、
返
納
者
延
べ
135
名

の
う
ち
９
名
と
ご
く
少
数
で

あ
る
。
返
納
者
の
思
い
や
決

断
に
敬
意
を
表
し
、
別
の
選

択
肢
も
考
慮
す
べ
き
で
は
。

▲町制施行30周年を記念した花火

▲人権を侵害する悪質な書き込みを監視

問　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
や
差
別
情
報
の
流

布
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

掲
示
板
へ
の
悪
質
な
差
別
書

込
み
、
人
を
誹
謗
中
傷
す
る

書
込
み
な
ど
の
新
た
な
人
権

侵
害
が
増
加
し
て
い
る
。

　

県
は
、
今
年
度
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
（
監
視
）
を
開
始
す
る
中
、

県
下
の
自
治
体
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

実
施
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

実
施
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
町
民
に

係
る
誹
謗
中
傷
や
差
別
書
込

み
を
監
視
し
て
、
悪
質
な
書

込
み
に
対
し
削
除
要
請
を
す

問　

２
０
０
２
年
の
花
火
大

会
を
最
後
に
開
催
し
て
い
な

い
理
由
は
。

答　

年
々
見
物
人
の
数
が
増

加
す
る
こ
と
で
、
安
全
面
で

の
対
応
に
限
界
が
あ
る
た
め

開
催
し
て
い
な
い
。

問　

花
火
大
会
を
開
催
し
て

ほ
し
い
と
い
う
住
民
の
声
も

あ
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

答　

こ
れ
ま
で
、
開
催
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
は
、
ほ

と
ん
ど
聞
い
て
い
な
い
。

問　

安
全
面
を
確
保
で
き
た

場
合
、
今
後
開
催
す
る
意
思

は
あ
る
の
か
。

答　

安
全
面
を
確
保
で
き
る

保
証
が
な
い
た
め
、
開
催
す

る
意
思
は
な
い
。

町 方向わが の は

問　

学
校
体
育
館
は
地
域
の

避
難
所
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
の
コ
ア
に
な
る
施
設

で
あ
る
。
空
調
設
備
設
置
の

考
え
は
。

答　

平
時
の
空
調
設
備
の
使

用
頻
度
や
設
置
費
用
な
ど
を

考
慮
し
、
設
置
し
な
い
方
向

で
考
え
て
い
る
。
災
害
時
に

は
、
空
調
設
備
が
あ
る
教
室

な
ど
の
利
用
も
検
討
し
た
い
。

災
害
時
の
情
報
収
集
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
整
備

武
田
理
事

問　

避
難
所
と
な
る
学
校
な

ど
に
は
、
災
害
時
の
情
報
収

集
の
手
段
が
必
要
だ
が
、
導

入
の
検
討
は
。

答　

大
規
模
改
修
後
の
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
を
整

備
し
て
お
り
、
電
力
の
復
旧

後
に
は
、
情
報
の
収
集
が
可

能
と
な
る
。

福
祉
避
難
所
の
開
設
時
期
は

建
物
の
応
急
危
険
度

の
判
定
後
に

岡
本
理
事

問　

特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ

る
２
次
避
難
所
だ
が
、
い
つ

開
設
す
る
の
か
。

答　

開
設
が
必
要
と
判
断
す

る
場
合
は
、
建
物
の
応
急
危

険
度
判
定
を
行
い
、
必
要
性

に
応
じ
て
開
設
す
る
。

不
登
校
の
要
因
別
把
握
は

全
て
の
把
握
は

難
し
い

武
田
理
事

問　

不
登
校
の
要
因
や
背
景

は
多
様
化
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
要
因
別
の
把

握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

児
童
生
徒
が
自
分
自
身

で
要
因
を
分
か
っ
て
い
る
場

合
、
分
か
っ
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
、
全
て
を
把
握
す
る

こ
と
は
難
し
い
。


